


















４．マイ・タイムライン作成の基礎知識

⑴水害・土砂災害の基礎知識

①台風接近時に北区で想定される水害・土砂災害

・荒川の氾濫 ・石神井川の氾濫 ・新河岸川の氾濫・隅田川の氾濫

・土砂災害（がけ崩れ） ・高潮 ・暴風

上記のうち、大規模な災害が発生すると想定されているのが荒川の氾濫です。そのた

め、避難行動要支援者用マイ・タイムラインでは荒川が氾濫することを想定した避難行

動計画の作成を行います。また、荒川の氾濫以外にも、中小河川の氾濫や土砂災害が併

発する可能性があることにも注意が必要です。

②荒川の氾濫による被害

北区の地形は、西側の高台と東側の低地に分かれていることが大きな特徴です。標高

の差は大きいところで約 25m あり、８階建てのビルに相当するほどの高さです。その

ため、荒川が氾濫した時には浸水が想定される地域と浸水する可能性が低い地域がは

っきり分かれています。

荒川が氾濫した場合、約 20 万人もの区民が暮らす低地部一帯に浸水被害が及ぶこ

とが予想され、場所によってはその高さが３階以上に達し、また２週間以上もの間水が

引かないことも想定されます。さらに、荒川に近いエリアでは、堤防が決壊した場合、

土砂混じりの濁流が一気に流れ出すことから、その勢いによって家屋が倒壊するおそ

れもあります（※）。※家屋倒壊等氾濫想定区域

以上のことから、荒川が氾濫した場合、浸水想定区域にとどまっていることは非常に

危険であるため、災害リスクのない場所まで逃げるための計画の作成が必要です。

北区の地形特徴 浸水想定区域（荒川氾濫）

③石神井川等中小河川の氾濫・土砂災害の発生

荒川の氾濫のほか、北区では石神井川その他中小河川の氾濫も発生します。荒川に比

べ河川の幅が狭く、局地的な集中豪雨等により氾濫が発生しやすいことが特徴です。

また、大雨による影響は河川の氾濫だけでなく、崖崩れ等の土砂災害が発生するおそ

れがあります。

荒川が氾濫するおそれがある時は上記のような災害も併せて発生する可能性が高い

とされています。河川の氾濫や土砂災害により避難経路が絶たれてしまうことがある

ため、十分注意する必要があります。
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④防災気象情報と警戒レベルの関係

発表される防災気象情報と警戒レベルとの関係は以下のとおりです。発表される防

災気象情報がどの程度の警戒レベルに相当するのか把握しておくことが大切です。

なお、防災気象情報は令和 8 年 5 月下旬頃に変更される予定です。詳細は気象庁 HP

等でご確認ください。

５段階の警戒レベルと防災気象情報（令和 7 年 12 月時点）

⑺情報収集の方法・登録方法等

避難情報や防災気象情報等の情報は様々な手段で手に入れることができます。主な

情報収集の手段および登録方法等は以下のとおりです。

〇情報収集の手段 ※赤字は推奨

情報収集手段 説明

北区防災ポータル

・北区防災アプリ
防災についての様々な情報をお知らせしています。

防災行政無線
区内に設置している同報系無線スピーカーから情報発信し

ます。

北区公式 SNS

※ご利用には登録が必要です。

X（旧 Twitter）、Facebook、LINE 等で必要な情報をお

知らせします。

北区メールマガジン
登録者に様々な情報をお知らせします。

LINE と連携しています。

北区防災気象情報サイト

（北区ホームページ）
登録者に防災情報などをお知らせします。

北区水位・雨量情報システム

（北区ホームページ）

ライブカメラによる河川の様子、水位と雨量の観測データ

を確認することができます。

緊急速報「エリアメール」

緊急速報メール

災害時の情報を国や区からお知らせします。災害時に北区

エリア内にある該当携帯電話かで自動受信できます。

東京都防災アプリ 東京都公式の防災アプリです。

地上デジタルテレビデータ放送
リモコンのｄボタンで気象・災害・河川情報の確認ができ

ます。










































